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Ⅰ．組織の概要と対象範囲

事業所名

代表者

所在地

環境責任者及び連絡先

事業概要

事業規模

対象範囲

レポートの対象期間

レポートの発行日

レポートの改定日

：日星電機株式会社

：飯田 英樹

：〒311-4204
茨城県水戸市田谷町1930番地

：環境経営責任者 代表取締役社長 飯田英樹
：環境管理事務局 連絡先 車田恒基

・TEL            029-239-7070
・FAX            029-239-6117
・Email        nissei@chive.ocn.ne.jp

：電子機器・電気器具の部品製造販売
・各種リード線、ハーネス
・各種コードセットの製作、販売
・その他電気器具部品の組立

：売上高 821M¥（2022年）
：従業員 80名
：工場延べ面積 1542㎡

：全組織、全活動、全従業員を対象とする。

：2022年1月1日～2022年12月31日

：2023年5月31日

：2023年9月12日
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Ⅱ．環境経営方針

基本理念

日星電機株式会社は、地球環境の保全が人類共通の重要課題との認識の基に、環境との調和
を経営の最優先課題の一つとし、電子機器・電気器具の部品の製造、販売、サービスを通して、環
境経営の継続的改善、法令の遵守、環境負荷への予防を行い、環境に優しい企業を目指して参り
ます。

スローガン

『 未来へ残そう 緑の大地と青い空 』

環境行動指針

当社は、全ての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、環境関連法規と当社に関連す
る協定等を遵守し、地球温暖化防止のためのＣＯ２排出量削減と環境保全活動を以下に定めて取り組みます。

１．環境への負荷と環境への取り組みの状況から、環境経営目標を設定し、環境への負荷の低減を図ります。
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制定日：2018年8月1日

改定日：2019年6月1日

代表取締役社長 飯田 英樹

〔自らが生産・販売・提供する製品の環境性能向上及びサービスの改善、
予算達成、環境製品設計、生産性向上、品質向上等〕

２．経営における課題とチャンスから、本来業務に関する環境経営目標を設定し、環境への負荷の低減を図ります。

〔CO2排出、廃棄物排出、水使用、化学物質使用等〕
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Ⅲ．環境経営目標

2018年から2022年までの5ヵ年中期計画を策定して取り組んでおります。



Ⅳ．環境経営目標の実績

4

認証・登録番号0002122



Ⅴ．環境経営計画とその取組結果と評価
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活動紹介1

・スペース拡大にて、部品を種類別、棚毎に分けることがで
き、部品の探す時間を短縮し、生産効率もアップすることが
できました。

・資材倉庫内の照明全てをLEDとすることで、電気使用量
の削減につなげることができました。
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２０２２年より資材倉庫が完成し本格稼働致しました。

環境にも配慮した倉庫に生まれ変わりました。

・資材倉庫建屋は木造で建築することで、コスト削減、環境
にも配慮致しました。
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Ⅵ．実施体制
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エコアクション２１実施体制



Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無
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当社の主な環境関連法令は、2023年1月現在、違反、指摘、訴訟等は無く、遵守されていることを
確認致しました。



Ⅷ．代表者による全体評価と見直し・指示

全体評価

2021年末に資材倉庫も完成し、外構工事も順調に進められ、日星電機として新たなスタートを切
ることができた。

新規工場は木造で、全館LED照明化や建屋の断熱処理、節水型の水回り等、環境にも配慮した

建屋へ生まれ変わった。新しく作業に優しい職場環境を整備したことで、生産効率のアップにつな
がった。

2022年度は、コロナ禍での影響で、イレギュラー的な仕事が多い中ではあったが、2021年度より

順調に売り上げを伸ばすことができた。今後の動向を見定め、新たな決意で環境経営に取り組ん
で参りたい。
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見直しと指示

・2023年度より新たな目標で環境経営に取り組むこと
・環境目標に応じた計画を立案し環境活動に取り組むこと

代表取締役社長 飯田 英樹



Ⅸ．環境経営目標（次年度）
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2023年から2027年までの5ヵ年中期計画を策定して取り組みます


